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.¥BS'J'R.-¥CT: fn the Early-:--lodern period Japan, Okinawa ll'as one of the rnre areas that had continued 
to carry out the trade with China since the preceding period. As a result, a large quantity of the Quing-
dynasty ceramics had been brought into the Ryukyu archipelago. The Quing-dynasty ceramics are Ill-
eluded in almost allしhean・haeological sites in Okinawa, proving that the trade with China nt that time 
was quite active. Such ceramics were prnduced in the southern districts of China such as the Fujian and 
Guangdong p1・0,・inces, as well asしheceramics found from the site's of the 14th-16しhcen tu,y. This fact 
:;hould dedicale lo the study of Okinawa culturnl historyしhathad a close relation to the souLhcrn Chinn 

l . はじめに

鎖国体制 Fにあった近世 11本の中で、沖縄は前代に引き続き対中貿易を行っていた数少ない地域で
ある そのため中1qw朝の陶磁沿が）ゞ贔に出 I:しており、分布も怜jI屈諸島の全域に広がっている
本松jは沖縄出 I:の泊朝陶磁の廂地 ・器種 ・年代などを分析し、それから1ft定される歴史的及び文化
的・,1'f屎について考察するものである なお、今回は 1リJ~叶，『初と称される E朝交代に伴う動乱期 (16祉
紀~~- 17tll: 紀1i1i・μ.)のI淘磁僻も対象とする。

2. 研究抄史

まず泊朝陶磁に関する研究の変遷について、「1本本 I・.と沖縄の反）jを比較しながら概観する。 Fl本
本 1この様相は鈴木裕r氏 （鈴木1999) や堀内秀樹氏 （堀内2001lらがまとめているが、両氏ともり『朝
陶磁の研究が且れた要IJ,Iとして、前代（明代）の陶砲悩と比して出 I:りしが減少したこと、国r荏磁器と
の判別が困難であったことなどを挙げている この状況は沖縄にもほぼ辿じるが、沖縄ではり［い時期
から泊朝陶磁のイfイ！：自体は知られていたようである すでに1937年には 111里永吉氏が宮占島出 1澤．の
「安南で焼造されたと思われる茶碗」を報告しており（山り-!_1937)、これが現在でいう福建 ・広束系の
粗製染付碗に相当するものと思われる。

戦後、老古学の研究対象が中 1仕や近世•へと広がるにつれて、沖縄でも当該分野の研究が活発化して
いった 1963年から沖縄学生文化協会が開始した付沿総合調査では、 it;-朝陶磁までを対象とした名古
学調査が実施され（沖縄苧生文化協会1972ほか）、 1975年に束駁国1L:M物館で開催された「11本出Jこ
の中同陶磁展」には、八iJlI I I諸島の占煤から,'I¥上したり『朝磁器が4,1.1.UI', 品され、全0,1の注且を浴びた
（東京同立博物館1976)。 また1978年には、上記の消朝磁器を含めた八重111諸島出ヒの貿易陶砧を）ゞ浜
水r(. 関「l広次の両氏が紹介しているが、その中で関fI氏は沖縄は近枇以後も中国陶磁が大械に出上
すること、 rf/i.地は屎徳鉛よりも福建や広束の製品が多いと思われること、湧rR烹及び壺／唸窯の碗が泊
朝陶磁を模倣していると思われることなどを指摘している（大浜• 関I11978)。その後も全国的に行
料の祖柏が進み、沖縄では湧fll古窯跡（沖縄県教1{委員会1993) なとをはじめとした近世逍跡の発掘
調介報告甚が相次いで刊行されている また沖縄を含む九ナ1-1出［．．のiN朝陶磁も大橋康二氏によりまと
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められ （大橋1995)、近世における沖縄の特殊性が改めて示さ
れている。そ して1998年には、「消朝陶

磁をめぐる諸問題」と題した日本貿易陶磁研究集会が開催
され（日本貿易陶磁研究会1998)、ここに

消朝陶磁研究は一応の到達点を迎えている。

一方、生産地である中国での窯跡調査も並行して実施され
ている。 1990年代初頭から日中の共同研

究で開始された福建省滴州窯の発掘調査では、従来「呉須
手」または「スワトウ・ウ ェア」などと呼

ばれた製品の産地が沌州窯と判明し、関係者の耳目を集め
た （森村1995、福建博物館1997)。他に中

匡l側の研究としては、陳建中氏による福建省徳化窯採躯染付の
紺介が挙げられる （陳1999)。これに

より類例が多数追加され、日本出土資料の産地も明らかに
なりつつある。

3. 産地別にみる清朝陶磁の様相

消朝陶磁は様々な視点からのアプローチが可能だが、今回
は生産地を主要素とした分類を試みる。

沖縄出土脊料を産地別に分類すると、 ①景徳鎮窯系陶磁器、
②徳化窯系磁器、③沌朴I窯系磁器、 ④福

建 ・広東系磁器、⑤その他の陶磁器の 5種類に大別され、それぞれ
が器種や年代などの点でも特徴的

な様相を望している。以下にその詳細を記す。

①屎徳鎮窯系陶磁器 （第 1図）

江西省景徳鎮窯及びその周辺諸窯を産地とするもので、染
付 ．褐釉染付 ・色絵 ・白磁 ・三彩が確認

されている。器種は碗や小碗などの飲食器が中心で、首里
城跡などの特殊な逍跡や古始からの出土が

H立つ。年代は染付 ．色絵 ・白磁が18世紀後半~19世紀、褐釉染付が
17世紀後半~18世紀前半、 三彩

が17世紀後半にそれぞれ位骰付けられるが、染付小杯の一部
(12、13)は17世紀代に相当すると考え

られる。

染付 (1~ 26) 

1 ~ 5が碗、 6~11が小碗、 12~18が小杯、 19が皿、20と21が
小瓶、 22~26が散蓮華である。碗は

A類 ：端反口縁 (1、2)、B煩 ：外反口緑 (3、4)、C
類 ：直n口縁 (5)に分類される。A類は

外面と内底に白抜きの菊唐草文、外底に双魚文？を描く 。
B類は外面に牡丹唐草文とラマ式蓮弁文、

内底に花虐草文または花升文を描き 、外底に字款を施す。
C類は外面と内底に菊唐草文、外底に字款

を施す。いずれも出土屈は多くないが、数的には B類がやや
優位とみられる。小碗も碗と同様にA類：

端反口縁 (6~ 9)、B類 ：外反口縁 (10)、C頬 ：直口口縁 (11)
に分類される。A類は外面文様が

出文？とラマ式蓮弁文 (6)、龍文と花唐草文の組み合わ
せ (7)、菊唐草文 (9)、両面に仙芝祝寿

文を描くもの (8)などがある。B類と C類の文様は碗の
それと類似する。小碗は碗に比して出土例

が多く、中でも 9と10が大半を占める。またB類は長崎県万才町遺
跡（長崎市埋蔵文化財調査協議会

1996)、C類は鹿児島県若宮 （神社）追跡 （鹿児島県教育委は会
1999) などからも出土している。小

杯はA類： 外反口縁 (12~14)、B類 ：八角杯 (15)、C頬 ：腰の張
る直n口縁 (16)、D類 ：碁笥底

(17、18) に分類される。 A類は外面に魃龍文を描くもの (12
)、外面に飛馬文、内底に荒磯文を描く

もの (13)、外面に薄文を描くもの (14)がある。B類は外面面取
り部分と内底に花文を描く 。C類

は外面に簡略化された草花文を描く 。D類の外面文様は飛馬文
(17)、花唐草文 (18)がある。小杯

は古蒻から集中して出土しており、特に13と16が多く確認され
る。19は端反11縁の浅皿で、外面に花

ff文、内底に牡丹文を描き、外底に字款を施す。文様は碗B類や小碗B類
にほぽ類似する。遺跡から

の出土例よりも伝世品 （瑞慶山1994)に多く見られる資料であ
る。20と21は胴部が球形の小瓶で、外

面に山水文や花文を描く 。出土例は少ない。22~26は散蓮華で
、長崎や江戸でも確詔される。内面の
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文様は花文 (22)、唐草文 (23~25)、蔓草文? (26)などがある。いずれも漿徳鎖窯産と思われるが、徳化窯産の可能性もある。

褐釉染付 (27、28)

褐釉染付は小碗 (27)と小杯 (28)がある。27は内面口縁部に四方搾文を廻らせる。内底の文様の有無は不明。28は内底に山水文を描き 、外底に字款を施す。褐釉染付は染付小杯と同様に古墓からの出土例が多く、器種もほぽ小杯に限られる。類例は出島和蘭商館跡（長崎市教育委員会2002)や、またインドネシアのバンテン ・ティルタヤサ遺跡（バンテン遺跡研究会2000) などで確認されている。色絵 (29)

29は小杯で、外面に蝙蝠文？を描く 。これ以外にも益付碗や粉彩を施したものがあるが、いずれも首里城跡などの特殊な追跡からの出土で、他の遺跡からの出土例は極めて少砿である。白磁 (30~32)

白磁は30~32に示す小杯が出土している。器形や出土傾向は染付小杯にほぽ準じる。だが出土虻は染付に比して少なく、器種もバリエーションに乏しい。
三彩 (33)

33は両面に緑柚・黄釉・透明釉を施釉する二彩である。小片のため器形は不明だが、バンデン ・ティルタヤサ追跡出上の類例森料（バンテン辿跡研究会2000) から内涛口縁の小皿と思われる。沖縄では首里城跡（沖縄県立埋蔵文化財センター2001a)で 1点確認されている

②徳化窯系磁器（第 2図、第 3図）
福建省徳化窯及びその周辺諸窯を産地とするもので、染付．色絵 ・白磁．瑠瑚釉が確認されているc逍跡の性格に関わらず沖縄で最も多く出 I.:する脊料で、器種は屎徳鎖窯系の製品と伺様に碗 ・小碗 ・小杯などの飲食器を中心とする。年代はほぼ18世紀に収まるが、型成形の小形品は19世紀中頃まで下ると考えられる。 また白磁小杯の一部 (60~ 63) は、 17-世紀後半まで遡る可能性がある。染付 （第 2図、第 3図34~ 41) 

1 ~ 16が碗、17~25が小碗、 26~30が小杯、 31~ 33が小」Ill、34~40が1IJl、11が壺である。碗はA類 ：端反口縁 (l~ 8)、B類 ：直「If l緑 (9~ 14)、C類 ：型造りの直口口緑 (15、16)に分類される。A 類は外面に位化文 (l 、 2 ) 、 J、Vi'~文と散らし梅花文 (3、4)、と散らし梅花文と龍泣文 (5)、龍滋文 (6)、仙芝祝寿文 (7)などを描く 。 8は両面に仙芝祝寿文を描く 。 1や 6のように外面腰部に蓮弁文を描くものもあるが、ほとんどは簡略化されるか無文となる。外底は「和美」などの銘を施すもの (3、4)もみられる。B類は外面に寿字文とアラベスク文? (9、14)、鳳凰文? (10)、菊唐草文 (11、13)、丸文と蝙蝠文? (12)などを描く 。 9の外底には銘 らしきものがみられる。C類は口唇部と代付を釉剥ぎするもので、 15は外面口緑部に斜格子文と魚文？を廻らせ、胴部に宝文と芭蕉文を描く 。16は外面に寿字文と,{E肝文を描く 。碗は 1~ 4を中心にほとんどの近世遣跡でみられるが、 C類は占硲からの出土例が比較的多い。小碗はA頚 ：外反口縁 (17~19)とB類 ：型造りの直口口縁 (20、21)に分類され、それぞれの器形は碗A類と碗C類に類似する。A類は外面に線描きのみの牡丹唐信文 (17、18)や梵字文 (19)を描く 。18のように外底に 「成」の銘を施すものもある。B類は外面に梅文と芭蕉文 (21)、山水文 (22、25)、草花文? (24)などを描く 。20と23は碗c類の文様に類似する。小碗は20や21が古慕で散見される程度で、碗に比して出上例は少ない。小杯はA類 ：直口lゴ緑 (26、27)とB頬：型造りの直口「l緑 (28~30)に分類される。A類は両面に裳龍文 (26)や、外面に1苔子文 (27)などを描く 。B頬は外面に花升文 (28)、1陪文 (29)、梵字文 (30)などを描
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く。出上領向及び出土屈は小碗と
似た様相を示す。小皿はA類：端

反口縁 (31)とB類 ：型造りの端

反□縁 (32、33) に分頚される。A類は内底に線描きの
みの牡丹唐草文を描き、外底に字

款を施す。

B煩は内底に文様を描くもの (32)
や、両面に仙芝祝寿文を描くもの

(33)がある。33は鹿児島県坊

淮IIIT泊浜からも採集されているが
（橋n1998)、小皿自体の出上例は沖縄では少ない

。皿はA類 :端

反17縁 (34~38) とB類 ：直口口縁
(39、40)に分類される。A類は内底

に草花文 (34)、「志在忠中」

図 (35)、蓮池寿石文 (36)、龍滋
文 (38)を描くものや、内面に仙

芝祝寿文を描くもの (37)などが

ある。外底には、碗と同様に「和
芙」や「成美」などの銘がみられ

るものもある。B類は内面に梵字

文を描くもの (29)と、両面に冥
龍文を描くもの (30)がある。皿

の出士例は小皿よりも多く、特に

34や35は伝1せ品でも確認されるが
（宮城1981)、それでも碗煩と比べ

ると各段に少ない。41は大形の

短頸壺で、外面に菊居単文を描く
。銘苅古墓群 （那覇市教育委貝会

1998)で出土している賽料である。

色絵（第 3図42~55) 

色絵は碗・小碗 ・小杯・皿 ・小皿
が確認されているが、それぞれの

器形の特徴は染付に準じる。碗

はA知：端反口緑 (42~47)とB類：
直口口緑 (48、49)に分類される

。A類は外面に寿字文と花文

(42、45)、｝手字文と蝙蝠文 (44)、
菊文 (46)、猟凰文? (4 7)などを

描く 。B類は外面に雲龍文？

(48)や紅花文 (49)を描く 。小碗
は型造りの端反口縁で、外面に

百寿文? (50)や草花文 (51)を

描く 52は外底に「瑞」の逆文字を
施す。小杯 (53)は型造りの直口口

緑で、外面に花肝文？を描く 。

54は端反IJ縁の皿で、内面に文様を
描く 。小皿 (55)は型造りの端反

口緑で、内面に寿字文？を描く 。

色絵の出上凪は染付に比して非常
に少なく、分布も首里城跡などの

一部の追跡に偏る。器種別にみる

と碗A類の出土が最も多く、小杯や
小碗が古蒻出土；資料としてこれ

に次いでいる。

白磁 (56~63)

白磁は小碗と小杯を図示した。小
碗は端反「」縁 (56)と直口n緑 (57)があ り、い

ずれも製造り成

形である。両面とも文様は見られ
ない。小杯もすべて型造り成形だ

が、直n口縁 (58、59)や外反口

縁 (63)、八角杯 (60、61)や碁笥
底の外反口縁 (62)、など、器形に

多様なバリエーションがみられ

る。またこれ以外に、染付小皿B煩や
色絵小皿と同形の小皿も出土して

いる。白磁の出土荒は色絵よ

りもさらに少ないが、古溢出上資
料には小杯が一定紐確認される。

fffi f欝布lJ(64、65)

瑶璃釉は小碗 (64)と小杯 (65)
が出上している。いずれも型造り

の直口rI縁で、口唇部と低付を

釉剥ぎしている。瑠璃釉も色絵や
白磁と同様に、徳化窯系製品全体

に占める菰は少ないが、やはり小

杯が占蒻を中心に確認される。

③灌）+I窯系磁器 （第4図）

福建省惰HI窯及びその固辺諸窯を産地と
するもので、染付と白磁が出土し

ている。器種は碗 ・皿 ・

鉾 ・盤・馬上杯などが確認されて
いるが、器種に関わらず梨落遺跡

での出七例は少なく 、首里城跡
な

どの特殊な追跡に集中する傾向が
みられる。また出土屈も一般に少

ないため、 1貸品としての性格が窺

える査料である。年代は16世紀末
~17世紀前半のいわゆる明末清初

期に相当するが、皿の17や18は1

6世紀後半~16世末頃に遡ると考え
られる。

染付 (1~ 24) 

1 ~ 13が碗、 14~19がJlll、20と21が鉢
、 22と23が大皿、24が馬 L杯である

。碗はA類：成形の丁寧

な直口口縁 (1~ 6)とB類 ：輔紺「Iの残る直
口口縁 (7~ 13)に分類される。A類は外面に

波濤文？

(1)や花文 (2、 3)を描くもの
や、圏線を廻らせるもの (5、 6

)があるが、いずれも文様が簡
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略化され判然としない＾内底には捻化文 (l)や宝文 (4) を描くものも見られる B類は内底及び
外1fri腰部以ドをi柑I]台とするもので、外面に化唐屯文 (7-10)、豹皮状文 01、12)、花ff文 (13)を
描く 。碗は涼州窯系磁器全1本でも最も多く出上しており、特にB煩が集浴逍跡や占砒なと‘で放兄され
る 皿はA類：直口l1縁 (14-17) とB類：碁笥底の直IJI J縁 (18、19)に分類される ,.,A煩は内面
に必唐信文 (14、15) や[llj方f陪文 (16)を廻らせるもので、内底には「上」や「禄」の銘 (14、16)
や辿党文 (17)などがみられる B頬は内底に＾．爪圏線でIJりまれた対字文を配するもので、類例が根
米、炉坊院跡 （森村1995)などで出士している,,Jlllは出七例が少なくほとんど確認されないが、 B類に
閃してはグスク時代II¥1-. の染付碁笥底illlに混化している 11[能性がある 20と21は腰部の強くりKる直u
11縁の鉢で、外面に辿池水統文 (20)や花文 (21)を描く 内底には蓮筏文を描くもの (20)がみら
れる 。鉢は竹＇札城跡などの特殊な逍跡のみで確品されるもので、出土批も非常に少ない v kill (22、
23)はいわゆる芙袢手と呼ばれるもので、 rx:pujの施された内面に化斤文などを施す 出」：例及び出上
状況は鉢と似た様相をポす 2Llは外面と内底に化ff文を描く馬ヒ杯で、占硲からの出 L例が知られる
脊料である

,・, 磁 (25)

臼磁は端反11縁を情する札l製の碗が確認されている ヤッチのガマ （沖縄県立埋蔵文化財センター
200k)からの,'l',I衣？料だか、他の追跡での出 1→．はほとんどみられない ：

I t/i'r建・広束系飴悩 （第 5I-XI) 
具｛本的な＇い朋地は 1渭IIだが、福建省や広束省なとの,,,,,,,南部地域か想,i:されるもので、染付と 1'11磁
が出上している 悩種は碗・小碗・小杯 ・llll・ 鉢 ．壺が確認されてしヽるか、その中でも碗rnは逍跡の
性格を1/lJわず、 . ,.i.:'. r,:・ の出,-.かみられる 年代は17Ill: 紀-18111:紀に収まるか、染付碗はA類が17111:紀、
B類が17111.紀木-18i11:紀 1J1j'j':、C類が18軋紀にそれぞれ位防＇．付けられる
染1寸 (1-25) 

1 -12が碗、 13-17か小碗、 lb-21が小杯、 22と23がJIil、24と25が鉢である 碗はA類： J成形の雑
な直17I. I緑 (l-5)、B飢： Aに比して成形の「寧な直III I糸ぶ (6 9 l、C煩： lj渡部がやや丸みを
僻びる直III I緑 (10-12)に分類される.AWは内底及び外1(ti1J要部以ドを麻胎とするもので、外面に
文様を描 くがいずれも抽象的で判然としない.,B煩は内底に蛇のII状に釉を喰布するもので、外IYiに
麻化文 ( 6 ) 、 [•ti ti~ 文? (7)、圏線 (8)、作文? (9)を描< C類は内底を蛇の H状に柚剥ぎす
るもので、外面に丸文 (10、11)や魃他文? (12)を描く ．徳化烹系製品の可能性も考ーえられる 碗
は前述の辿り最も粋追的な器種で、特にB煩が多く確認される またB煩は大阪城 f町跡 （森1995)
でも出 I:している 小碗はA姐 ：直II f I緑 (13-15)とB類 ：端反lI縁 (16、17)に分類される A 
類は外面に菊花文 (13)、花・/r文 (14)、花/,if/,¥文? (15)を描く 15は沌ヽ H-1窯系製品の可能'l'tもある
B柏は外面に菊J.'f信文? (16)や化）'f文 (17) を描く 。いずれも占硲からの出 tYf料だが、出土例は
非常に少ない 小杯はA類 ：端反II縁 (18、19)とB煩： Jf.Q造りの端反LI縁 (20、21)に分類される
A煩は内底に兎文 (18)や宝文? (19)を描く 。 B姐は外面に、点描文と花唐店文と組み合わせた文様
を描くもので、徳化窯系製品の可能性も考えられる 小杯は他的に多くはないが、 B類が占浴を中心
として確認される 1IIlは22と23の 2、1¥を図ポした 22は直1.111縁を哨するもので、内面に/,Ifが文？を
描く 23ぱ /j要部が•JL~,る直Ill!系ぷの jJIL で、内面に園線を廻らす •, いずれもII',i: 例及び出七閤は栢めて少
ない 2'1と25は端／又rJ緑の鉢で、内底に蛇のll柚剥ぎを施す 外面にJ、v;-.:文 (24)や牡月I,仔，、/(文？
(25)が描かれ、内底にはスタンフによる銘が施されるものもある 反）jとも出 I:例は少ないが、 24
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は多くの近世遺跡で散見される資料であ
る。

白磁 (26~30)

26と27が碗、28が皿、 29が壺、 30が小杯で
ある。碗は直口口縁 (26) と外反口縁 (2

7)があり 、2

6は内底に蛇の目状釉剥ぎを施し、 27は内
底に目跡が4ヶ所確認される。皿は碁笥底

の直口口縁で、

内底及び外面腰部以下を露胎とする。28は
外面に明瞭な稜を持つ短頸の壺で、安平

壺とも呼ばれる資

料である。小杯は型造りの端反口縁のも
ので、染付小杯B類と同様の器形である。白

磁は壺が天界寺

跡（沖縄県立埋蔵文化財センター2001b)
などで確認されているが、全体として古

墓からの出土が目

立つ。 しか し出土批は非常に少ない。

⑤その他の陶磁器 （第6図）

生産地が前記のいずれにも該当しないも
の、または生産地が判然としないものを

ここに一括して紹

介する。 1は端反口縁を呈する青磁染付の小
碗で、内面に八卦文と太極図を描き、外

底に字款を施す。

屈的に多くないものの、遺跡の性格を問
わず出土が確認される資料である。産地

は不明だが、景徳鎮

窯系製品の可能性がある。年代は18世紀後
半~19世紀前半と考えられる。2~ 10は江

蘇省宜典窯及び

その周辺諸窯を産地とする陶器で、急須
(2~ 7) ・碗 (8) . 小杯 (9、10)が出土している。

急

須はA類 ：胴部下位に最大径を持つ小形品
(1)、B類：筒形 (3~ 6)、C類：府部に稜を持

つ大形

品 (7) に分類される。A類は外底に「荊淡陳
子文製」の銘を施す。 B類は外面に貼付や盛上

げによ

る文様を施す。C類は全体的に成形が粗雑な
ため、清朝陶磁のコピーを生産していた

常滑焼や万古焼

などを産地とする可能性もある （扇浦199
9)。 8は端反口縁の碗で、両面に盛上げに

よる文様を施す。

9は直口口縁を呈するもので、外面に雹文帯を
廻らせる。10は花弁形に面取りされた小杯

で、外面に

獣面形の耳を一対貼付する。宜興窯系陶
器は首里城跡や古墓などで少羅出土して

いるが、伝世品とし

て確認される例 （宮城1981)が全国的にも
多い。年代は17世紀後半を上限とするが

、おそらく消代

(171せ紀後半~19世紀）を通じて生産され
ていたものと思われる。11~ 17は銅緑釉を

施釉する軟質の

陶器で、酒会壺 (11~16)と鉢 (17)が確
認されている。酒会壺は蓋及び身の外面

に型押しによる蓮

弁文を施す。17は小片のため全形は不明だ
が、上而観が八角形を呈する植木鉢と思

われる。銅緑釉陶

器は出土屎も少なく 、分布も首里城跡な
どの一部の遺跡に限られるため不明な点

が多い。ただ素地の

特徴から、明代の梧南彩釉陶と同様に中
国南部地域で生産された可能性が高いと

思われる。

4. まとめと今後の課題

以上、沖縄出七の消朝陶磁を産地別に分
類し、それぞれの器種組成や年代につい

て概観した。それ

により、福建省や広東省などの中国南部
地域を産地とするものが多いこと、器種

は碗 ・小碗 ・小杯な

どが大半を占めること 、遺跡の性格に関
係なく広範に出土すること、年代は産地

別に差異はあるが、

広く近世を通じて生産 ・輸入されていた
ことなどの特徴が確認され、以前からの

指摘を補強する結果

となった。特に産地の偏りについては、
グスク時代後半頃 (14世紀~16世紀）出土

の陶磁器群にも頬

似の様相がみられるため、福建省と深い
つながりを持つといわれる沖縄の文化史

研究にも、多くの示

唆を与えるものと考えられる。

今後の課題としては、清朝陶磁と沖縄産
陶器との影開関係などが挙げられる。今

回は資料紹介と問

題点の整理のみに終始したため、いずれ
稿を改めて論じたい。また今回実施した

清朝陶磁の分類や年

代の設定にも、筆者の誤解や認識不足な
点があるかと思われる。先学諸氏の御指

禅及び御批判を戴け

れば幸いである。
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（あらかき つとむ：調壺課嘱託貝）
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第 5図 福建・広東系磁器 染付 (l-25)、白磁 (26-30)
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第 6図 その他の陶磁器 青磁染付 (1)、宜典窯系陶器 (2-10)、銅緑釉陶器 (11-17)

-86 -



表 1 図版資料出土遺跡一覧

図 No. 遺跡名・地区名など 文献 図 No. 遺跡名・地区名など 文献
1 新里東元島遺跡 12 11 天界寺跡（東地区） 8 
2 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 12 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 
3 首里城跡（管理用道路地区） 7 13 首里城跡（下之御庭跡ほか） ， 
4首里城跡（管理用道路地区） 7 14 ャッチのガマ 10 
5 天界寺跡（東地区） 8 15 新里東元島遺跡 12 
6首里城跡（管理用道路地区） 7 16 ャッチのガマ 10 
7首里城跡（管理用道路地区） 7 17 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 
8 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 18 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 ， 首里城跡（継世門周辺地区） 13 19 首里城跡（管理用道路地区） 7 
10 天界寺跡（東地区） 8 20 ャッチのガマ 10 
11 ヤッチのガマ 10 第 21 ャッチのガマ 10 
12 ャッチのガマ 10 2 22 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 
13 ヤッチのガマ 10 図 23 ャッチのガマ 10 
14 カンジン原古墓群 10 24 ャッチのガマ 10 
15 ナーチュー毛古墓群 1 / 25 ャッチのガマ 10 

第 16 ナーチュー毛古墓群 17 26 首里城跡（管理用道路地区） 7 
1 17 ヤッチのガマ 10 27 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 
図 18 銘苅古墓群 (D地区） 16 28 ャッチのガマ 10 
19 喜友名グスク（本土産磁器集中部） 5 29 ャッチのガマ 10 
20 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 30 銘苅古墓群 (C地区） 16 
21 ヤッチのガマ 10 31 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 
22 天界寺跡（東地区） 8 32 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 
23 天界寺跡（東地区） 8 33 天界寺跡（西地区） 11 
24 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 34 首里城跡（継世門周辺地区） 13 
25 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 35 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 
26 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 36 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 
27 天界寺跡（東地区） 8 37 首里城跡（継世門周辺地区） 13 
28 ャッチのガマ 10 38 首里城跡（管理用道路地区） 7 
29 首里城跡（下之御庭跡ほか） ， 39 慶来慶田城遺跡 (I地区） 4 
30 ャッチのガマ 10 40 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 
31 ヤッチのガマ 10 41 銘苅古墓群 (E地区） 15 
32 ャッチのガマ 10 
33 首里城跡（管理用道路地区） 7 
1 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 

42 銘苅古墓群 (E地区） 15 
第
43 首里城跡（継世門周辺地区） 13 3 
図 44 天界寺跡（西地区） 11 

2 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 45 首里城跡（下之御庭跡ほか） ， 
3 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 46 首里城跡（下之御庭跡ほか） ， 
4 首里城跡（下之御庭跡ほか） ， 

第
5 松田遺跡 1 2 

図 6 首里城跡（管理用道路地区） 7 

47 天界寺跡（東地区） 8 
48 天界寺跡（東地区） 8 
49 天界寺跡（西地区） 11 

7 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 50 首里城跡（継世門周辺地区） 13 
8 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 51 天界寺跡（西地区） 11 ， 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 52 天界寺跡（東地区） 8 
10 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 53 カンジン原古墓群 10 
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表 2 図版資料出土遺跡一覧

図 No. 遺跡名・地区名など 文献 図 No. 遺跡名・地区名など 文献

54 首里城跡（継世門周辺地区） 13 6 田井等追跡 14 

55 湧田古窯跡（議会棟地区） 3 7 ャッチのガマ 10 

56 天界寺跡（東地区） 8 8 ャッチのガマ 10 

57 ャッチのガマ 10 ， 新里東元島遺跡 12 

58 天界寺跡（東地区） 8 

第
59 ャッチのガマ 10 
3 
図 60 ヤッチのガマ

10 

10 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 

11 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 

12 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 

61 ャッチのガマ 10 13 ャッチのガマ 10 

62 天界寺跡（東地区） 8 14 ャッチのガマ 10 

63 ヤッチのガマ 10 15 ナーチュー毛古墓群 17 

64 首里城跡（継世門周辺地区） 13 16 ャッチのガマ 10 

65 首里城跡（継世門周辺地区） 13 第 17 ヤッチのガマ
10 

1 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 5 18 ャッチのガマ 10 

2 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 図 19 ャッチのガマ 10 

3 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 20 天界寺跡（東地区） 8 

4 ャッチのガマ 10 21 ナーチュー毛古墓群 17 

5 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 22 天界寺跡（東地区） 8 

6 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 23 天界寺跡（東地区） 8 

7 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 24 首里城跡（管理用道路地区） 7 

8 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 25 天界寺跡（東地区） 8 

， 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 26 ヤッチのガマ 10 

10 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 27 ャッチのガマ 10 

11 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 28 ャッチのガマ 10 

第 12 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 29 天界寺跡（東地区） 8 

4 13 ャッチのガマ 10 30 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 

図 14 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 1 羽地間切番所跡遺跡 14 

15 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 2 ナーチュー毛古墓群 17 

16 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 3 首里城跡（管理用道路地区） 7 

17 天界寺跡（西地区） 11 4 首里城跡（管理用道路地区） 7 

18 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 5 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 

19 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 6 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 

20 天界寺跡（東地区） 8 7 湧田古窯跡（地下駐車場地区） 6 

21 天界寺跡（東地区） 8 第 8 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 

22 天界寺跡（東地区） 8 6 ， 天界寺跡（東地区） 8 

23 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 図 10 首里城跡（管理用道路地区） 7 

24 ャッチのガマ 10 11 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 

25 ャッチのガマ 10 12 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 

1 新里東元島遺跡 12 13 首里城跡（管理用道路地区） 7 

• 弟← -←  2 首里城跡（管理用道路地区） 7 14 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 

5 3 首里城跡（管理用道路地区） 7 15 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 

図 4 天界寺跡（東地区） 8 16 首里城跡（下之御庭跡ほか）
， 

5 湧田古窯跡（行政棟地区） 2 17 首里城跡（管理用道路地区） 7 
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